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論文内容の要旨

本論文は、人工雑音環境下におけるスペクトル拡散通信方式の誤り率特性改善に関する研究成果をまとめたもので

あり、以下の 6 章より構成されている o

第 1 章は序論であり、本研究の背景となる研究分野に関して現状と問題点を述べ、当該研究分野における本研究の

占める位置ならび、に意義を明確にしている o

第 2 章では、人工雑音の代表的な統計モデルである Middleton のクラス A インパルス性雑音モデルおよび電子レ

ンジから発生する人工雑音(電子レンジ雑音)の測定結果を基に、人工雑音の統計的性質を明確にすると共に、雑音

の同相成分と直交成分の非独立性を明らかにしている。また、電子レンジ雑音の簡易な統計モデルを新たに提案して

いる。

第 3 章では、スペクトル拡散通信を利用した代表的な多元接続方式である直接拡散符号分割多元接続 (DS-CDM

A) 方式を対象として、人工雑音環境下での従来の DS-CDMA 方式の誤り率特性を計算機シミュレーションにより

評価している o また、人工雑音の同相成分と直交成分の非独立性を利用して直交成分の観測により雑音の発生状況を

推定する受信機を提案し、それによる特性改善効果について検討しているo

第 4 章では、電子レンジ雑音環境下における 2 .4GHz 帯無線 LAN (Local Area Network) に使用される直接拡散

スペクトル拡散 (DS-SS) 方式の誤り率特性に関する検討を行っているo まず、従来の DS-SS 方式の誤り率特性

を評価し、電子レンジ雑音環境下においては、その誤り率特性が大きく劣化することを明らかにしている。また、長

区間に渡って発生する電子レンジ雑音の影響を除去するチップインタリーブならびに雑音振幅を抑圧する Blanker

(プランカー)を提案し、それらを用いることにより DS-SS 方式の誤り率特性改善が図られることを明らかにして

いる。

第 5 章では、人工雑音環境下におけるマルチコード伝送を行う DS-SS方式を対象として、人工雑音の観測チャネ

ルにより人工雑音の発生状況を推定する方法を提案し、それにより誤り率特性が大きく改善されることを明らかにし

ている o さらに、マルチコード伝送を行う DS-SS 方式において、伝送コード数を伝搬路での人工雑音の発生状況に

応じて変化させることにより、伝搬路の状況に応じて適応的に伝送速度を選択する方法を提案し、それにより誤り率

特性が改善されることを明らかにしているo

第 6 章は結論であり、本研究で得られた成果の総括を行っている。
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論文審査の結果の要旨

本論文は、非ガウス性の人工雑音環境下におけるスペクトル拡散通信方式の耐雑音性に関する基本特性と誤り率特

性の改善法に関して行った研究の成果をまとめたものであって、主に以下のような研究成果をあげている。

(1) インパルス性無線雑音の同相成分と直交成分の非独立性を明らかにすると共に、電子レンジ雑音に対する簡易統

計モデFルを提案している o

(2) 直接拡散符号分割多元接続方式の人工雑音環境下での誤り率特性を計算機シミュレーション評価し、その基本特

性を明らかにしたのち、人工雑音の同相成分と直交成分の非独立性を応用した誤り率改善のための受信方式を考案

し、その有効性を明らかにしている。

(3) スペクトル拡散通信方式の電子レンジ雑音に対する誤り率の基本特性を明らかにじ、チップインターリーブの採

用と、あるレベル以上の雑音振幅を抑圧するプランカーを組み合わせることによる誤り率改善法を提案しているo

(4) パースト誤りを生じる人工雑音に対しては、マルチコード伝送を行うスペクトル拡散方式が有効であることを明

らかにし、人工雑音の発生状況に応じて伝送コード数を適応的に変化させる方法、あるいは雑音観測チャネルによ

り観測された人工雑音状況に応じて検出データから雑音の影響を除去するなどの方法により効率的な誤り率の改善

を得ているo

以上のように、本論文は、人工雑音環境下におけるスペクトル拡散通信方式の耐雑音性に関する基本特性と誤り率

特性の改善法に関する多くの知見を得ており、通信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文

として価値あるものと認めるo
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